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近畿圏の淀川上下流を結ぶ念願の一大プロジェクトで
あった「琵琶湖総合開発計画」 の調整において度重な
る困難と障壁で関係機関の先人たちの苦労と奮闘が
あった。これら先人たちの意思を未来にどう引き継い
でいくかを考えることの重要性とメッセージ発表イベ
ントは非常に意義ある機会であると感じた。
（特集  琵琶湖開発施設30周年） （60代・男性）

“関東塾”、 “インターンシップ”、“シニア力”など、陰で支
える人を特集してくれたことで、若く未来を背負う人々
から、今まで支えてくれたシニア世代まで活躍されて
いることが伝わる記事でした。 （40代・女性）

木曽川河口付近は、地図で見ると複雑な経路ですが、
見やすい図にまとめてあると感じました。
「暮らしと産業」で付近の特産物などにも触れられてい
るのも興味深かったです。   （水の郷めぐり） （50代・男性）

「2100年の桜予想開花日」の九州～東北の地図を見
て、九州の方が桜の開花日が遅くなるという理由に、地
球温暖化や台風の影響があるというのを読み、驚きま
した。2100年には、自分はもう土に返っていると思いま
すが、未来の地球の姿がどのようになっているのか、心
配させられました。   （連載  天気のミカタ） （50代・男性）

厳しい暑さが続いておりますが、体調いかがでしょうか。
今年度、九州の筑後川局管内で３つも新たな事業がスタートし、皆様への事業の紹介も兼ねて特集
記事にさせていただきました。他にも「首都圏の水がめ」みなかみ３ダムの点検放流や昨年度末に事
業完了した川上ダム、愛知用水三好支線水路に関する記事と盛り沢山です。ぜひ、ご覧ください。

読者の皆様から寄せられた
「水とともに 2023・春号」への
ご意見・ご感想を紹介します
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筑後川水系ダム群連携事業概要図
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管内事業位置図

　
筑
後
川
の
水
は
、上
流
域
か
ら
下
流
域
に
至
る
ま
で
、発
電
用

水
や
農
業
用
水
等
で
繰
り
返
し
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、福

岡
都
市
圏
な
ど
へ
広
域
的
に
水
の
供
給
が
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
筑
後
川
は
、
北
部
九
州
に
お
け
る
重
要
な
用
水
供
給
源
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
筑
後
川
の
水
資
源
開
発
は
、
急
激
に
増
大
す
る
水
需
要
に
対

応
す
る
た
め
、こ
れ
ま
で
に
、都
市
用
水
等
の
開
発
を
下
流
域
の

流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
の
た
め
の
流
量
の
開
発
に
優
先
し

て
き
た
歴
史
的
な
経
緯
が
あ
り
ま
す
。

　
計
画
上
、
冬
場
の
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
の
た
め
の
流

量
に
つ
い
て
は
、松
原
ダ
ム
・
下
筌
ダ
ム
か
ら
の
補
給
に
よ
り
確

保
さ
れ
て
い
ま
す
が
、夏
場
に
つ
い
て
は
既
存
の
寺
内
ダ
ム
・
大

山
ダ
ム
・
小
石
原
川
ダ
ム
か
ら
の
補
給
で
は
不
足
が
生
じ
ま
す
。

こ
の
た
め
、
筑

後
川
水
系
ダ
ム

群
連
携
事
業
に

よ
り
、
流
量
が

豊
富
な
時
に
筑

後
川
本
川
か
ら

寺
内
ダ
ム
の
上

流
の
佐
田
川
に

最
大
2.0
㎥
／ｓ

導
水
し
、
江
川

ダ
ム
・
寺
内
ダ

ム
・
小
石
原
川

ダ
ム
の
利
水
容

量
の
一
時
的
な

空
容
量
に
貯
留

す
る
こ
と
に
よ

り
、
不
足
す
る

流
水
の
正
常
な

機
能
の
維
持
の

た
め
の
水
を
確

保
す
る
こ
と
と

　
筑
後
川
下
流
用
水
施
設
は
、筑
後
川
下
流
域
に
広
が
る
福
岡
・

佐
賀
両
県
の
広
大
な
農
地
に
水
を
供
給
す
る
た
め
筑
後
川
本
川

か
ら
導
水
す
る
た
め
の
基
幹
水
利
施
設
で
あ
り
、
当
地
域
の
農

業
用
水
の
安
定
供
給
に
欠
か
せ
な
い
施
設
で
あ
る
と
と
も
に
、

幹
線
水
路
は
地
域
の
排
水
も
担
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
取
水
施
設
な
ど
の
重
要
施
設
に
耐
震

性
能
不
足
が
確
認
さ
れ
る
な
ど
、
地
震
対
策
が
喫
緊
の
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

し
て
い
ま
す
。本
事
業
に
よ
り
、
筑
後
川
下
流
に
お
け
る
流
水
の

正
常
な
機
能
の
維
持
の
た
め
の
流
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
り
、
筑
後
川
水
系
の
水
資
源
開
発
の
総
仕
上
げ
と
な
る
重

要
な
事
業
と
い
え
ま
す
。

　
筑
後
川
水
系
ダ
ム
群
連
携
事
業
は
、
平
成
13
年
度
か
ら
国
土

交
通
省
に
お
い
て
調
査
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
本
事
業

で
整
備
す
る
施
設
は
、
水
資
源
機
構
が
管
理
す
る
江
川
ダ
ム
、

寺
内
ダ
ム
、
小
石
原
川
ダ
ム
と
一
体
的
な
管
理
・
運
用
が
必
要

で
あ
る
こ
と
等
の
理
由
に
よ
り
、
水
資
源
機
構
が
事
業
を
承
継

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
な
お
、
国
土
交
通
省
と
水
資
源
機

構
は
、
引
き
続
き
、
連
携
を
図
り
つ
つ
事
業
を
推
進
し
て
ま
い

り
ま
す
。

タイトル：水龍出現
撮影場所：市房ダム
撮 影 者：川島　美弥

流水の正常な機能の維持に必要な流量の確保のイメージ

し
も
う
け

き
っ
き
ん

　
水
資
源
機
構
は
、筑
後
川
水
系
に
お
い
て
、こ
れ
ま
で
に
７
施

設（
両
筑
平
野
用
水（
江
川
ダ
ム
）、寺
内
ダ
ム
、筑
後
大
堰
、筑
後

川
下
流
用
水
、福
岡
導
水
、大
山
ダ
ム
、小
石
原
川
ダ
ム
）を
完
成

さ
せ
、
約
４
０
，０
０
０
ha
へ
の
か
ん
が
い
用
水
の
供
給
、
約
３

３
０
万
人
の
水
道
用
水
の
供
給
な
ど
を
行
い
、
流
域
内
外
の
各

種
用
水
の
需
要
に
応
え
、
渇
水
被
害
及
び
洪
水
被
害
の
軽
減
に

寄
与
し
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
７
施
設
の
管
理
業
務
の
他
、既
存
施

設
の
大
規
模
地
震
に
対
す
る
耐
震
性
能
の
確
保
、
老
朽
化
し
た

施
設
の
長
寿
命
化
対
策
を
目
的
と
し
て
、
平
成
30
年
度
か
ら
福

岡
導
水
施
設
地
震
対
策
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。こ
れ
ら

に
加
え
、危
機
的
な
渇
水
、地
震
及
び
洪
水
等
に
よ
る
大
規
模
自

然
災
害
並
び
に
水
資
源
開
発
施
設
の
老
朽
化
、
劣
化
に
伴
う
大

規
模
な
事
故
等
、
水
資
源
を
巡
る
新
た
な
リ
ス
ク
や
課
題
に
対

応
す
べ
く
令
和
５
年
度
、
新
た
に
３
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　
次
に
、
今
年
度
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ
た
３
事
業
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。
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　寺内ダム（管）
　両筑平野用水（管）
　大山ダム（管）
　小石原川ダム（管）

筑後川局
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福岡県福岡県
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筑後川下流用水筑後川下流用水

筑後大堰筑後大堰
佐賀県佐賀県

大分県大分県

下筌ダム（管）（受託）

筑後川下流総合管理所
　　筑後大堰（管）
　福岡導水事業所
　　福岡導水（管）＋地震対策（建）（～R14）
　筑後川下流用水事業所
　　下流用水（管）＋総合対策（建）（新）（～R19）

朝倉ダム総合事業所
　寺内ダム再生（建）（新）（～R11）
　ダム群連携（建）（新）（～R19）

耐震性能不足
（取水施設）
耐震性能不足
（取水施設）
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（取水施設）
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（吐水槽基礎部）

佐賀揚水機場佐賀揚水機場

筑後揚水機場筑後揚水機場

佐賀導水
（国交省施設）
佐賀導水

（国交省施設）

佐賀取水施設佐賀取水施設 筑後取水施設筑後取水施設

地震対策の対象箇所（取水施設の例）
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寺
内
ダ
ム
は
福
岡
県
朝
倉
市
の
筑
後
川
水
系
佐
田
川
に
位
置

す
る
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ
ム
で
、洪
水
調
節
、か
ん
が
い
用
水
及
び

水
道
用
水
の
確
保
、流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
を
目
的
と
し
、

昭
和
53
年
６
月
か
ら
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
平
成
29
年
７
月
の
九
州

北
部
豪
雨
に
お
い
て
、
筑
後

川
流
域
で
は
総
降
水
量
が

多
い
と
こ
ろ
で
５
０
０
ミ
リ

を
超
え
、
平
年
の
７
月
１
ヶ

月
分
の
降
水
量
を
超
え
る

大
雨
と
な
り
ま
し
た
。ま

た
、
福
岡
県
朝
倉
市
や
大
分

県
日
田
市
等
で
24
時
間
降

水
量
の
値
が
観
測
史
上
１

位
（
令
和
５
年
６
月
時
点
）

の
値
を
更
新
し
、
甚
大
な
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
寺
内
ダ
ム
が
あ
る
佐
田

川
流
域
に
お
い
て
も
大
雨

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、当

　
今
回
紹
介
し
た
３
事
業
の
事
業
着
手
に
当
た
り
、
利
水
者
を

始
め
、
関
係
行
政
機
関
及
び
学
識
者
の
皆
様
か
ら
の
ご
理
解
と

ご
協
力
、そ
し
て
多
く
の
力
添
え
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
事
業
着
手
に
当
た
っ
て
は
、朝
倉
ダ
ム
総
合
事
業
所（
寺
内
ダ

ム
再
生
事
業
・
筑
後
川
水
系
ダ
ム
群
連
携
事
業
）
を
新
た
に
設

置
し
た
ほ
か
、
筑
後
川
下
流
用
水
管
理
所
を
筑
後
川
下
流
用
水

事
業
所
に
改
組
し
体
制
を
整
え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
関
係
機
関

と
の
調
整
を
図
り
つ
つ
、
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
事
業
の
計
画
的
か
つ
的
確
な
実
施
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

従来の米や麦のほかアスパラガスやイチゴなど新たな農業経営も展開

老朽化が進む導水路

筑後導水路筑後導水路

佐賀東部導水路佐賀東部導水路

流量調整バルブ扉体腐食流量調整バルブ扉体腐食

許容範囲を超えるたわみの発生（FRPM管）許容範囲を超えるたわみの発生（FRPM管）

正常状態
たわみ状況

整備が待たれるクリーク法面

法面崩壊による道路浸食法面崩壊による道路浸食

当初事業による健全な状態の護岸当初事業による健全な状態の護岸

（
洪
水
時
最
高
水
位
）の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
利
水
者
の

協
力
を
得
て
容
量
振
替
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
洪
水
調
節
容
量

を
現
在
の
７
０
０
万
㎥
か
ら
８
８
０
万
㎥
に
増
大
さ
せ
る
と
と

も
に
、
非
常
用
洪
水
吐
き
の
改
造
を
行
う
こ
と
で
治
水
機
能
の

向
上
を
図
る
も
の
と
し
て
事
業
に
着
手
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。河
川
管
理
者
が
行
う
河
川
改
修
と
併
せ
て
寺
内
ダ
ム
再
生

事
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
平
成
29
年
九
州
北
部
豪
雨
と
同
規

模
の
洪
水
に
対
し
て
被
害
の
防
止
ま
た
は
軽
減
を
図
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

時
は
渇
水
傾
向
に
あ
り
、寺
内
ダ
ム
貯
水
池
の
水
位
が
低
く
、洪

水
調
節
容
量
に
加
え
て
利
水
容
量
内
に
も
洪
水
を
貯
留
で
き
る

状
態
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ダ
ム
下
流
に
お
け
る
被
害
を
軽
減

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。し
か
し
、利
水
容
量
内
に
洪
水
を
貯

留
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
状
態
で
平
成
29
年
九
州
北
部
豪
雨
と

同
規
模
の
大
雨
が
発
生
し
た
場
合
、
ダ
ム
下
流
に
お
け
る
被
害

が
甚
大
な
も
の
に
な
る
と
想
定
さ
れ
、
対
策
が
必
要
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。ま
た
、
地
元
か
ら
も
、
対
策
の
実
施
に
つ
い
て
の
強

い
要
望
の
声
が
挙
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、寺
内
ダ
ム
の
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
水
位平成29年7月九州北部豪雨時の寺内ダムの洪水貯留状況

サーチャージ水位の見直し及び容量振替による洪水調節容量の確保

最高水位引き上げに対応する非常用洪水吐きの改造（イメージ）

洪水防災操作前（平成29年7月5日10時撮影）洪水防災操作前（平成29年7月5日10時撮影）洪水防災操作後（平成29年7月6日8時撮影）洪水防災操作後（平成29年7月6日8時撮影）

洪水を
貯留
洪水を
貯留

再生後 現　行
す
。万
一
、
施
設
が
損
壊
し
た
場
合
に
は
、
代
替
施
設
が
な
く
中

長
期
の
取
水
停
止
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
本
地
域
の
営
農
に
計
り

知
れ
な
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
早
急
な

対
策
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
本
事
業
で
は
、
地
震
対
策
・
施
設
更
新
対
策（
老

朽
化
対
策
）及
び
農
地
防
災
対
策（
ク
リ
ー
ク
法
面
対
策
）を
行

う
こ
と
に
よ
り
、農
業
用
水
の
安
定
供
給
、並
び
に
災
害
の
未
然

防
止
を
図
る
と
と
も
に
、
施
設
の
維
持
管
理
労
力
等
の
軽
減
を

図
り
、
農
業
生
産
性
の
維
持
及
び
農
業
経
営
の
安
定
化
を
図
り

ま
す
。

　
ま
た
、造
成
後
約
40
年
が
経
過
し
、導
水
管
に
許
容
範
囲
を
超

え
る
た
わ
み
の
発
生
な
ど
水
路
施
設
の
機
能
低
下
や
電
気
・
機

械
設
備
の
故
障
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。

　
更
に
は
、
幹
線
水
路
の
ク
リ
ー
ク
の
法
面
崩
落
に
よ
り
貯
水

機
能
や
排
水
機
能
の
低
下
が
み
ら
れ
て
い
ま
す
。ク
リ
ー
ク
は

貯
水
機
能
及
び
排
水
機
能
を
有
す
る
本
地
域
特
有
の
水
路
で
す

が
、地
域
の
洪
水
調
節
の
役
割
も
果
た
し
て
い
ま
す
。洪
水
調
節

を
行
う
た
め
の
ク
リ
ー
ク
の
先
行
排
水
操
作
や
回
復
操
作
時
に

は
、ク
リ
ー
ク
内
の
流
速
が
早
く
、水
位
変
動
も
大
き
く
な
る
た

め
、護
岸
の
整
備
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
事
業
が
実
施
さ
れ
る
地
域
は
、筑
後
平
野
、佐
賀
平
野
に
ま
た

が
る
全
国
有
数
の
農
業
地
帯
で
あ
り
、
米
・
麦
・
大
豆
を
中
心

と
し
た
土
地
利
用
型
農
業
を
主
体
と
し
、
水
田
畑
利
用
に
よ
る

野
菜
作
等
を
組
み
合
わ
せ
た
複
合
経
営
が
展
開
さ
れ
て
い
ま

お
わ
り
に

寺
内
ダ
ム
再
生
事
業

の
り
め
ん

佐田川
→

佐田川
→

貯水池に流れ込んだ大量の流木貯水池に流れ込んだ大量の流木

撮影：国土交通省「はるかぜ号」撮影：国土交通省「はるかぜ号」
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今
年
の
点
検
放
流
は
、５
月
20
日
と
21
日
に
開
催
さ

れ
、
合
計
約
３
０
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。そ
れ
ぞ

れ
特
徴
の
あ
る
３
ダ
ム
か
ら
の
点
検
放
流
は
、み
な
か

み
地
域
の
春
の
風
物
詩
と
な
っ
て
お
り
、
見
ど
こ
ろ

は
、藤
原
ダ
ム
の
日
本
最
大
規
模
の
ホ
ロ
ー
ジ
ェ
ッ
ト

バ
ル
ブ
か
ら
の
迫
力
あ
る
放
流
、利
根
川
で
最
大
の
貯

水
容
量
を
誇
る
矢
木
沢
ダ
ム
の
ス
キ
ー
ジ
ャ
ン
プ
方

式
の
洪
水
吐
き
か
ら
の
ド
迫

力
放
流
、
ロ
ッ
ク
フ
ィ
ル
ダ

ム
の
中
で
全
国
３
位
の
高
さ

を
有
す
る
奈
良
俣
ダ
ム
か

ら
の
優
雅
な
放
流
で
す
。ま

た
、
３
つ
の
ダ
ム
を
巡
る
こ

と
で
３
つ
の
異
な
る
型
式
の

ダ
ム
が
見
ら
れ
る
ほ
か
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
徴

を
活
か
し
た
見

学
コ
ー
ス
が
設

定
さ
れ
、
イ
ベ

ン
ト
来
場
者
は

普
段
は
立
ち
入

る
こ
と
が
で
き

な
い
ゲ
ー
ト
操

作
室
や
ダ
ム
堤

体
直
下
、
連
絡

ト
ン
ネ
ル
な
ど

た
く
さ
ん
の
見

所
を
楽
し
む
絶

好
の
機
会
と
な

り
、
あ
ち
ら
こ

〜
藤
原
・
奈
良
俣
再
編
ダ
ム
再
生
事
業
完
了
式
〜

〜
藤
原
・
奈
良
俣
再
編
ダ
ム
再
生
事
業
完
了
式
〜

「首都圏の水がめ」
みなかみ３ダム・春の点検大放流
「首都圏の水がめ」

みなかみ３ダム・春の点検大放流

群馬県知事代理 津久井副知事挨拶群馬県知事代理 津久井副知事挨拶

奈良俣ダム点検放流奈良俣ダム点検放流 矢木沢ダム点検放流（30㎥/s）矢木沢ダム点検放流（30㎥/s）

藤原ダム点検放流藤原ダム点検放流 画像提供：みなかみ町観光協会画像提供：みなかみ町観光協会

よ
り
、
更
に
洪
水
調
整
の
効
果
が
高
ま

り
、
下
流
地
域
に
お
け
る
県
民
の
生
活

と
命
を
守
る
も
の
に
つ
な
が
る
も
の
と
期

待
し
て
い
る
」と
述
べ
ら
れ
た
ほ
か
、来
賓

の
皆
さ
ま
か
ら
も
機
能
が
強
化
さ
れ
た

ダ
ムへ
期
待
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
祝
電
・
来
賓
紹
介
の
後
、
事
業
概
要

報
告
と
し
て
、利
根
川
ダ
ム
統
合
管
理
事

務
所
長
及
び
沼
田
総
合
管
理
所
長
か
ら

各
ダ
ム
の
改
造
工
事
に
つい
て
、
厳
し
い
施

工
条
件
の
中
で
は
あ
っ
た
も
の
の
Ｄ
Ｘ
等

を
活
用
し
短
期
間
で
施
工
し
た
こ
と
な

ど
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
式
典
は
屋
外
の
セ
レ
モ

ニ
ー
会
場
に
場
所
を
移
し
、
来
賓
に
よ

る
点
検
放
流
の
ゲ
ー
ト
開
放
ス
イ
ッ

チ
押
下
と
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
に
よ
り
、
奈

良
俣
ダ
ム
か
ら
の
点
検
放
流
が
開
始

さ
れ
ま
し
た
。多
く
の
一
般
来
場
者
が

見
守
る
中
、
ゲ
ー
ト
が
開
き
放
流
が
始

ま
る
と
お
祝
い
ム
ー
ド
は
更
に
高
ま

り
ま
し
た
。そ
ん
な
雰
囲
気

の
中
、
群
馬
県
の
マ
ス
コ
ッ

ト
で
も
あ
り
群
馬
県
宣
伝
部

長
の
「
ぐ
ん
ま
ち
ゃ
ん
」
と
、

地
元
み
な
か
み
町
水
上
温
泉

の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

の「
お
い
で
ち
ゃ
ん
」も
会
場

に
か
け
つ
け
、
記
念
撮
影
に

花
を
添
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　
奈
良
俣
ダ
ム
の
洪
水
調
節
容
量
２
３

９
万
㎥
と
藤
原
ダ
ム
の
利
水
容
量
２
３

９
万
㎥
の
容
量
振
替
を
行
う
と
と
も

に
、藤
原
ダ
ム
の
洪
水
調
節
方
式
の
変
更

に
よ
り
治
水
機
能
の
向
上
を
図
る
藤

原
・
奈
良
俣
再
編
ダ
ム
再
生
事
業
に
つ

い
て
、
令
和
元
年
度
か
ら
令
和
４
年
度

ま
で
の
４
か
年
の
工
期
で
国
土
交
通
省

関
東
地
方
整
備
局
利
根
川
ダ
ム
統
合
管

理
事
務
所
及
び
独
立
行
政
法
人
水
資

源
機
構
沼
田
総
合
管
理
所
に
よ
り
施
工

し
た
事
業
が
完
成
し
、５
月
20
日
に
、奈

良
俣
ダ
ム
に
お
い
て
事
業
完
了
式
を
行

い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、主
催
者
挨
拶
の
後
、群
馬

県
知
事
（
代
理
）、
地
元
選
出
国
会
議

員
、
群
馬
県
議
会
議
長
及
び
み
な
か
み

町
長
に
よ
る
祝
辞
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

群
馬
県
知
事
（
津
久
井
群
馬
県
副
知
事

代
読
）は「
群
馬
県
で
は
令
和
元
年
12
月

に
群
馬
気
象
災
害
非
常
事
態
宣
言
を

発
出
し
、
頻
発
化
・
激

甚
化
す
る
気
象
災
害
の

新
た
な
脅
威
に
対
応
で

き
る
災
害
レ
ジ
リ
エ
ン
ス

No.
１
の
実
現
を
目
指
し
、

自
然
災
害
か
ら
県
民
の

命
を
守
る
体
制
の
確
立

を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
。ダ

ム
再
生
事
業
の
完
成
に

みなかみマルシェの賑わい（矢木沢ダム）みなかみマルシェの賑わい（矢木沢ダム）

ホロージェットバルブ放流（藤原ダム）ホロージェットバルブ放流（藤原ダム）

月夜野矢瀬太鼓の演奏（奈良俣ダム）月夜野矢瀬太鼓の演奏（奈良俣ダム）

画像提供：みなかみ町観光協会画像提供：みなかみ町観光協会

ち
ら
で
写
真
を
撮
る
光
景
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
思
い

思
い
の
ペ
ー
ス
で
ダ
ム
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
ダ
ム
天
端
で
は
太
鼓
の
演
奏
な
ど
た
く

さ
ん
の
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
た
ほ
か
、
地

元
の
美
味
し
い
食
べ
も
の
や
ダ
ム
グ
ッ
ズ
の
店
が
集

ま
っ
た「
み
な
か
み
マ
ル
シ
ェ
」も
開
催
さ
れ
、
各
ダ

ム
と
も
た
い
へ
ん
賑
わ
い
ま
し
た
。矢
木
沢
ダ
ム
の

点
検
放
流
で
は
、「
あ
ー
楽
し
か
っ
た
」と
た
く
さ
ん

水
を
浴
び
て
ず
ぶ
濡
れ
に
な
っ
た
お
子
さ
ん
の
声
が

聞
か
れ
る
な
ど
点
検
放
流
を
楽
し
ま
れ
た
来
場
者
の

笑
顔
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
利
根
川
の
最
上
流
部
に
位
置
す
る
群
馬
県

み
な
か
み
町
に
あ
る
３
つ
の
ダ
ム
（
矢
木
沢

ダ
ム
・
奈
良
俣
ダ
ム
・
藤
原
ダ
ム
）
は
「
首

都
圏
の
水
が
め
」
で
あ
る
と
と
も
に
、
利
根

川
の
治
水
に
お
け
る
重
要
な
役
割
を
担
っ
て

い
ま
す
。
３
ダ
ム
で
は
年
に
一
度
、
洪
水
期

を
迎
え
る
前
に
ダ
ム
の
放
流
設
備
が
安
全
に

作
動
す
る
か
を
確
認
す
る
た
め
「
点
検
放
流
」

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
点
検
放
流
に
あ
わ

せ
て
平
成
30
年
か
ら
は
み
な
か
み
町
、
地
元

住
民
及
び
関
係
機
関
、
国
土
交
通
省
、
水
資

源
機
構
の
協
働
に
よ
り
み
な
か
み
町
の
春
の

一
大
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

水を浴びる来場者（矢木沢ダム）水を浴びる来場者（矢木沢ダム）

トピックストピックス  「首都圏の水がめ」みなかみ 3 ダム・春の点検大放流「首都圏の水がめ」みなかみ 3 ダム・春の点検大放流 ● 6 7 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会



住所：三重県伊賀市上野東町2934
営業：8時～17時
　　水曜・土曜のランチのみ提供
休業：火曜・日曜
電話：0595-51-6862

Cafe Wieder

住所：群馬県藤岡市譲原1089-2
営業：11時～14時（土日祝15時）
休業：火曜
電話：0274-52-3300

道の駅上州おにし 暖炉亭

住所：群馬県藤岡市鬼石152-1
営業：10時～17時
休業：日曜・月曜
電話：050-1195-8916

鬼カフェ

住所：埼玉県児玉郡神川町下阿久原110
営業：11時～13時30分
休業：火曜
電話：0274-52-3332

道のオアシス神泉

住所：岐阜県揖斐郡揖斐川町坂内広瀬306
営業：11時～14時（土日祝15時）
休業：水曜
電話：0585-53-2262

道の駅「夜叉ヶ池の里 さかうち」
やしゃがいけ

住所：岐阜県揖斐郡揖斐川町開田280-1
営業：10時30分～15時（金土日のみ営業）
電話：0585-52-0033

徳山会館 

住所：岐阜県揖斐郡揖斐川町東横山264-1
営業：8時～17時
休業：火曜
電話：0585-52-2021

道の駅「星のふる里 ふじはし」 

住所：京都府南丹市日吉町中宮ノ向8
営業：11時～１８時
　　 （土日祝日は20時まで）
電話：0771-72-1526

道の駅スプリングスひよし
レストラン桂川

住所：京都府南丹市日吉町
　　　　　殿田東小牧21-5
営業：11時30分～１4時
　　 （水曜のみ営業）
電話：0771-72-0373

ビジネスホテルひよし
天若の家
「キッチンあまわか」

住所：水上温泉旅館
　　協同組合
電話：0278-72-2611

みなかみ町内の
複数施設

住所：三重県名張市青蓮寺2148
営業：11時～16時
休業：土曜・日曜・祝日
電話：0595-28-0062

ユノカフェ

住所：長野県木曽郡木祖村薮原163-1
営業：10時～16時
休業：12～3月木曜休
　　 4～11月定休日無
電話：0264-36-1050

木曽川源流の里
きそむら 道の駅

レストラン玉子家
住所：千葉県東金市東岩崎2-10
営業：11時～15時
　　 17時～21時
休業：月曜
電話：0475-53-5658

群馬県

埼玉県群馬県
利根川水系利根川水系

矢木沢ダム・奈良俣ダム矢木沢ダム・奈良俣ダム

長野県
木曽川水系木曽川水系

味噌川ダム味噌川ダム

利根川水系利根川水系

下久保ダム下久保ダム

千葉県
利根川水系利根川水系

東金ダム東金ダム

よことくダムカレーよことくダムカレー
価格 1,150円価格 1,150円

よことくダムカレーよことくダムカレー
価格 1,300円価格 1,300円

岩屋ダムカレー岩屋ダムカレー
価格 1,650円価格 1,650円

日吉ダムカレー日吉ダムカレー
価格 990円価格 990円

ひよしダムカレーひよしダムカレー
価格 980円価格 980円

伊賀青山川上ダムカレー伊賀青山川上ダムカレー
価格 1,000円価格 1,000円

※1日20食限定
　要予約
※1日20食限定
　要予約

※1日9食限定※1日9食限定

川上ダムカレー川上ダムカレー
価格 900円価格 900円

味噌川ダムカレー味噌川ダムカレー
価格 1,000円価格 1,000円

住所：福岡県朝倉市堤612
営業：10時～17時
休業：月曜
電話：0946-24-7148

豆腐工房
ぬくもり畑

福岡県
筑後川水系筑後川水系

小石原川ダム小石原川ダム

豆乳ダムカレー豆乳ダムカレー

価格 980円価格 980円
（サラダ・ダムカード付き）（サラダ・ダムカード付き） 阿木川ダム湖カレー阿木川ダム湖カレー

価格 900円価格 900円

徳山ダムカレー徳山ダムカレー
価格1,000円価格 1,000円

価格は施設により異なる価格は施設により異なる
みなかみダムカレーみなかみダムカレー

住所：高知県土佐郡土佐町
　　　　　　　田井146-1
営業：11時～14時
 17時～20時
休業：月曜
電話：0887-82-1020

さめうら荘

高知県
吉野川水系吉野川水系

早明浦ダム早明浦ダム
価格900円（コーヒー付き）価格900円（コーヒー付き）
下久保ダムカレー下久保ダムカレー

価格900円価格900円
下久保ダムカレー下久保ダムカレー

浦山ダムカレー浦山ダムカレー
価格900円価格900円

東金ダムカレー東金ダムカレー
価格800円価格800円

ふれんどりー阿木川湖　
住所：岐阜県恵那市東野2201-57 
営業：10時～16時（土日のみ営業）
電話：0573-25-1302

岐阜県
木曽川水系木曽川水系

阿木川ダム阿木川ダム南飛騨・馬瀬川温泉
美輝の里

住所：岐阜県下呂市馬瀬西村1695
営業：11時～14時
休業：不定休
電話：0576ｰ47-2641

岐阜県
木曽川水系木曽川水系

岩屋ダム岩屋ダム

岐阜県
木曽川水系木曽川水系

徳山ダム徳山ダム

住所：三重県伊賀市阿保798
営業：11時～14時
　　毎月第3日曜のみ提供
　　※要確認
休業：火曜・日曜
電話：090-4795-8868

いっぷくしてだぁ～こ

三重県
淀川水系淀川水系

川上ダム川上ダム

※要予約※要予約

室生ダム薬膳カレー室生ダム薬膳カレー
価格 1,200円価格 1,200円

住所：奈良県宇陀市
　　　　榛原萩原2455-14
営業：11時～14時30分
 17時30分～22時
休業：日曜
電話：0745-96-9866

和カフェ&ダイニング
きえん

奈良県
淀川水系淀川水系

室生ダム室生ダム

京都府
淀川水系淀川水系

日吉ダム日吉ダム

三重県
淀川水系淀川水系

青蓮寺ダム青蓮寺ダム

奈良県
淀川水系淀川水系

高山ダム高山ダム

さくら湖食堂
住所：埼玉県秩父市荒川久那4041
営業：11時～13時30分（土日祝14時）
休業：月曜・火曜
電話：0494-54-1059（荒川商工会）

埼玉県
荒川水系荒川水系

浦山ダム浦山ダム

価格1,000円価格1,000円
下久保ダムカレー下久保ダムカレー

さめうらダムカレーさめうらダムカレー
価格1,600円価格1,600円

住所：奈良県奈良市月ヶ瀬尾山2681
営業：11時～20時30分
休業：火曜（祝日が火曜の場合は営業）　
電話：0743-92-0388

梅の郷月ヶ瀬温泉
お食事処 梅こころ

価格4,500円価格4,500円

さめうらダムカレー SP
約3人前のBIGサイズ
さめうらダムカレー SP
約3人前のBIGサイズ

※数量限定の場合や営業時間・定休日・価格などが変更となる
　場合もありますので、事前にご確認の上お越しください。

夏だ！！
食べに行こう！

青蓮寺ダムカレー青蓮寺ダムカレー
価格 990円価格 990円

高山ダムカレー高山ダムカレー
価格 1,020円価格 1,020円

ダムカレーを
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２
０
１
８
年
の
海
外
イ
ン
フ
ラ
展
開
法
施

行
と
と
も
に
、
統
合
的
水
資
源
管
理
の
知
見

と
、当
時
の
日
本
企
業
の
進
出
の
伸
張
を
踏
ま

え
、
こ
れ
ら
の
課
題
解
決
に
向
け
て
、
同
法
に

基
づ
く
現
地
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

　
同
国
に
お
い
て
、現
地
調
査
や
政
府
関
係
機

関
と
の
協
議
等
を
重
ね
、調
査
結
果
に
つ
い
て

は
日
本
国
内
の
関
係
省
や
関
係
団
体
を
委
員

と
す
る「
水
資
源
分
野
に
お
け
る
我
が
国
事
業

者
の
海
外
展
開
活
性
化
に
向
け
た
協
議
会（
活

性
化
協
議
会
）
」に
お
い
て
報
告
・
助
言
を
う

け
な
が
ら
検
討
を
進
め
た
結
果
、同
国
政
府
か

ら「
バ
ゴ
ー
・
シ
ッ
タ
ン
川
流
域
統
合
水
資
源

管
理
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
策
定
」に
関
す
る
要
請ミャンマーでの現地調査ミャンマーでの現地調査

国際業務
　
水
資
源
機
構
は
、水
資
源
開
発
公
団
の
時
代
よ

り
水
資
源
の
開
発
や
管
理
の
専
門
家
と
し
て
培
っ

た
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
か
し
た
国
際
協
力
に
取

り
組
ん
で
来
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、途
上
国
へ
の
専
門
家
派
遣
や
国

外
か
ら
の
研
修
生
受
入
れ
を
通
じ
た
政
府
開
発
援

助（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）へ
の
貢
献
、業
務
受
託
に
よ
る
水
資
源

に
係
る
調
査
や
、国
際
会
議
へ
の
参
加
に
よ
る
情
報

発
信
と
収
集
等
を
通
じ
、水
資
源
開
発
や
管
理
能
力

の
向
上
、防
災
・
減
災
に
貢
献
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、２
０
０
４
年
に
発
足
し
た
ア
ジ
ア
河
川

流
域
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク（
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｏ
）の
事
務

局
と
し
て
、ア
ジ
ア
で
水
資
源
管
理
機
関
ら
と
協

働
し
、ト
レ
ー
ニ
ン
グ
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
等
、

様
々
な
活
動
を
行
い
、水
問
題
の
解
決
の
た
め
の

能
力
強
化
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、２
０
１
８
年
８
月
の「
海
外
社
会
資
本

事
業
へ
の
我
が
国
事
業
者
の
参
入
の
促
進
に
関
す

る
法
律（
海
外
イ
ン
フ
ラ
展
開
法
）」の
施
行
を
契

機
に
、日
本
の
企
業
の
海
外
イ
ン
フ
ラ
事
業
へ
の

参
入
を
支
援
す
る「
海
外
調
査
等
業
務
」が
、水
資

源
機
構
の
主
な
国
際
業
務
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ

ま
し
た
。

　
海
外
調
査
等
業
務
は
、海
外
に
お
け
る
日
本
の

企
業
の
受
注
を
目
指
し
、水
資
源
分
野
に
係
る
案

件
の
発
掘
・
形
成
に
向
け
て
取
り
組
む
も
の
で
す
。

同
法
の
施
行
か
ら
約
５
年
が
経
過
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
ま
で
に
携
わ
っ
た
い
く
つ
か
の
案
件
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、
こ
れ
ま
で
多
数
の

ダ
ム
が
建
設
さ
れ
、
同
国
の
経
済
発
展
を
支

え
て
き
ま
し
た
が
、
一
部
の
ダ
ム
で
は
堆
砂

や
気
候
変
動
が
原
因
で
ダ
ム
の
機
能
に
障
害

が
生
じ
る
懸
念
が
出
て
き
て
お
り
、
こ
の
よ

う
な
課
題
へ
の
対
応
を
進
め
る
た
め
、
現
地

調
査
や
相
手
国
政
府
関
係
機
関
と
の
協
議
等

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
具
体
的
に
は
、
同
国
の
ブ
ラ
ン
タ
ス
川
流

域
の
ス
タ
ミ
ダ
ム
や
ジ
ェ
ネ
ベ
ラ
ン
川
流
域

の
ビ
リ
ビ
リ
ダ
ム
に
お
い
て
、
堆
砂
に
よ
る

取
水
口
の
閉
塞
や
気
候
変
動
が
原
因
と
疑
わ

れ
る
洪
水
被
害
へ
の
対
応
策
の
検
討
を
進
め
、

日
本
で
も
取
組
が
進
む
ダ
ム
再
生
事
業
を
そ

の
解
決
策
と
し
て
提
案
す
る
に
至
り
ま
し
た
。

　
そ
の
過
程
に
お
い
て
は
、
公
共
事
業
・
国

民
住
宅
省
の
大
臣
に
、
対
策
の
必
要
性
と
緊

急
性
に
係
る
課
題
認
識
や
解
決
方
針
等
を
説

明
し
、
同
省
か
ら
事
業
実
施
に
向
け
た
期
待

が
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
現
地
調
査
は
２
０
１
９
年
度
ま
で
は
、
現

地
へ
赴
き
現
場
の
確
認
や
同
国
の
政
府
機
関

と
対
面
で
協
議
を
行
う
事
が
で
き
ま
し
た
が
、

２
０
２
０
年
以
降
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
世
界
的
蔓
延
に
よ
り
海
外
渡
航

が
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
を
積
極
的
に
活
用
し
、
同
国
と

の
協
議
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、同
国
政
府
に
お
い
て
課
題
へ
の

理
解
と
案
件
化
へ
の
機
運
が
高
ま
り
、こ
れ
ら

案
件
に
つ
い
て
、２
０
２
０
年
10
月
に
同
国
政

府
が
作
成
す
る
「
中

期
計
画
対
外
借
款

リ
ス
ト
２
０
２
０‒

２
０
２
４
」
に
掲
載

さ
れ
、
日
本
が
支
援

す
る
円
借
款
事
業

へ
の
具
体
化
の
一

歩
を
踏
み
出
す
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
お
い
て
も
、
堆
砂
の
進
行

が
著
し
い
こ
と
か
ら
、
発
電
及
び
利
水
補
給

へ
甚
大
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
ダ
ム
が

あ
り
、
ダ
ム
再
生
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
課
題
へ
の
対
応
の
た
め
、
現

地
調
査
の
ほ
か
、
案
件
の
実
施
に
向
け
て
相

手
国
政
府
や
関
係
機
関
と
の
調
整
を
進
め
て

お
り
、
そ
の
過
程
の
中
で
、
同
国
の
Ｎ
Ａ
Ｒ

Ｂ
Ｏ
メ
ン
バ
ー
の
協
力
の
も
と
、
ダ
ム
流
域

内
関
係
者
が
一
同
に
会
す
る
会
議
が
開
催
さ

れ
、
流
域
に
お
け
る
統
合
水
資
源
管
理
、
洪

水
時
に
お
け
る
ダ
ム
の
事
前
放
流
、
ダ
ム
の

堆
砂
問
題
の
緊
急
性
及
び
対
策
案
な
ど
の
必

要
性
に
つ
い
て
流
域
内
関
係
者
と
意
識
の
醸

成
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

書
が
日
本
国
政
府
に
提
出
さ
れ
、同
法
施
行
後

初
の
正
式
要
請
書
が
提
出
さ
れ
た
ケ
ー
ス
と

な
り
ま
し
た
。

　
本
案
件
の
具
体
化
に
よ
り
、
日
本
の
治
水
・

利
水
に
関
す
る
計
画
・
技
術
の
知
見
・
ノ
ウ

ハ
ウ
を
活
か
し
た
計
画
が
策
定
さ
れ
、日
本
の

企
業
の
展
開
が
期
待
さ
れ
ま
し
た
が
、残
念
な

が
ら
、
そ
の
後
２
０
２
１
年
２
月
の
ミ
ャ
ン

マ
ー
で
の
ク
ー
デ
タ
ー
に
よ
り
本
案
件
の
具

体
化
は
停
止
さ
れ
る
事
に
な
り
ま
し
た
。

　
海
外
イ
ン
フ
ラ
展
開
法
の
施
行
を
契
機
に

我
が
国
事
業
者
の
海
外
展
開
に
資
す
る
案
件

形
成
を
始
め
と
す
る
海
外
調
査
等
業
務
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
ら
の
調
査
は
、

国
内
の
業
務
で
培
わ
れ
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
ベ
ー

ス
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
や
地
域
の
制
度
、
考

え
方
な
ど
現
地
で
の
調
査
や
協
議
な
ど
、
海

外
の
事
情
を
一
つ
一
つ
学
び
な
が
ら
対
応
し

て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
水
資
源
機
構
単
独
で

で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
活
性
化
協
議
会
の

委
員
や
調
査
対
象
国
の
大
使
館
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事

務
所
や
専
門
家
の
多
大
な
力
添
え
が
な
け
れ

ば
成
り
立
た
な
い
も
の
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
、
水
資
源
機
構
の
有
す
る
専

門
的
な
技
術
・
ノ
ウ
ハ
ウ
や
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｂ
Ｏ
活

動
を
通
じ
て
培
っ
た
関
係
を
活
か
し
、
水
資

源
分
野
に
お
け
る
海
外
イ
ン
フ
ラ
事
業
へ
の

我
が
国
事
業
者
の
参
入
促
進
に
向
け
、
案
件

の
発
掘
・
形
成
に
寄
与
し
て
ま
い
り
ま
す
。

インドネシアでの現地調査インドネシアでの現地調査

WEB会議の様子WEB会議の様子

流域内関係者が会する会議流域内関係者が会する会議

最近の水資源機構の

ミ
ャ
ン
マ
ー
で
の
取
組

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
の
取
組

フ
ィ
リ
ピ
ン
で
の
取
組

今
後
の
水
資
源
機
構
の
国
際
業
務

　
ミ
ャ
ン
マ
ー
の
最
大
都
市
ヤ
ン
ゴ
ン
に
隣

接
す
る
バ
ゴ
ー
地
域
は
、国
内
有
数
の
穀
倉
地

帯
で
す
が
、幹
線
水
路
か
ら
離
れ
た
地
域
に
灌

漑
用
水
が
届
か
な
い
、水
害
に
毎
年
悩
ま
さ
れ

る
等
の
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
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■
現
在
の
取
組
内
容

　 

試
験
湛
水

　
試
験
湛
水
と
は
、
水
を
貯
め
ら
れ
る
最
高
水
位
ま
で
貯

水
位
を
上
昇
さ
せ
、
そ
の
後
確
認
が
必
要
な
貯
水
位
ま
で

降
下
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
ダ
ム
堤
体
や
貯
水
池
周
辺
地

山
等
の
安
全
性
を
確
認
す
る
も
の
で
、
10
月
16
日
以
降
の

非
洪
水
期
に
は
、
水
を
貯
め
る
こ
と
が
で
き
る
最
高
水
位

に
向
け
て
再
び
貯
水
位
を
上
昇
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
初
め

て
貯
水
に
よ
る
水
圧
を
受
け
る
こ
と
か
ら
、
安
全
管
理
の

た
め
「
ダ
ム
堤
体
観
測
・
巡
視
」「
貯
水
池
斜
面
観
測
・
巡
視
」

「
ダ
ム
堤
体
及
び
ダ
ム
右
岸
鞍
部
の
地
下
水
位
等
観
測
・
巡

視
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　 

水
道
用
水
の
供
給

　
木
津
川
の
河
川
流
量
が
減
少
し
た
際
は
、
伊
賀
市
か
ら
の

要
請
に
基
づ
き
、
ダ
ム
貯
留
水
を
木
津
川
に
供
給
し
、
水
道

用
水
と
し
て
取
水
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　 

ダ
ム
防
災
操
作

　
洪
水
期
（
６
月
16
日
〜
10
月
15
日
）
は
大
き
な
洪
水
が
想

定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ダ
ム
下
流
の
浸
水
被
害
軽
減
を
目
的

と
す
る
ダ
ム
防
災
操
作
の
た
め
、
常
時
は
洪
水
貯
留
準
備
水

位
で
貯
水
位
を
維
持
し
、
洪
水
を
一

時
貯
留
で
き
る
よ
う
に
備
え
ま
す
。

洪
水
時
に
は
、
こ
の
容
量
に
洪
水
量

（
70
㎥
／
ｓ
）
以
上
の
流
入
水
を
貯

留
す
る
こ
と
に
よ
り
、
洪
水
調
節
を

行
い
ま
す
。

　 

ダ
ム
貯
水
池
水
質
の
保
全

　
安
全
で
良
質
な
水
の
提
供
を
行

う
た
め
に
、
川
上
ダ
ム
で
は
貯
水
池

水
質
の
保
全
、
下
流
河
川
へ
の
影
響

低
減
を
目
的
と
し
て
、
選
択
取
水
設

備
、
曝
気
設
備
、
流
入
水
バ
イ
パ
ス

設
備
な
ど
の
水
質
保
全
設
備
を
設

４月から
管理開始

置
し
ま
し
た
。河
川
及
び
貯
水
池
水
質
に
つ
い
て
調
査
・
把

握
し
、水
質
保
全
設
備
を
適
切
に
操
作
・
運
用
し
ま
す
。

　 

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査

　「
ダ
ム
等
の
管
理
に
係
る
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
制
度
」
に
基

づ
き
、
ダ
ム
に
よ
る
環
境
影
響
な
ど
の
変
化
を
分
析
・
評
価

す
る
た
め
、
試
験
湛
水
開
始
前
の
令
和
２
年
度
か
ら
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。調
査
結
果
に
つ
い
て
は

有
識
者
委
員
に
よ
る
川
上
ダ
ム
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
部
会
に
お

い
て
分
析
・
評
価
を
行
い
、
川
上
ダ
ム
の
適
切
な
管
理
に
資

す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
は
令
和
６

年
度
ま
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　 

水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン

　
水
源
地
域
活
性
化
の
行
動
計
画
と
し
て
「
川
上
ダ
ム
水
源

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
「
木
津

川
源
流
体
験
」「
地
域
の
観
光
交
流
イ
ベ
ン
ト
」「
水
源
地
域
散

策
会
」な
ど
26
項
目
の
具
体
的
取
組
が
策
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
係
機
関
と
連
携
し
て
こ
れ
ら
の
取
組
を
推
進
し
て
い
く
と

と
も
に
、地
元
住
民
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、関
係
機
関
が
行
う
水
源
地
域

の
活
性
化
に
関
わ
る
活
動
に
対
し
て
、
活
動
の
継
続
や
拡
大

の
た
め
の
支
援
や
協
力
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。 

　 

湖
面
利
用

　
ダ
ム
湖
は
誰
も
が
利
用
で
き
る
公
共
の
空
間
で

あ
り
自
由
使
用
が
原
則
で
、
全
て
の
人
が
公
平
で

安
全
に
利
用
で
き
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、貯

水
池
は
重
要
な
水
源
で
あ
る
た
め
利
用
に
お
い
て

は
水
質
保
全
を
遵
守
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

　
こ
の
た
め
、水
質
保
全
及
び
安
全
面
を
考
慮
し
、

エ
ン
ジ
ン
な
ど
に
よ
る
動
力
船
の
利
用
制
限
、
外

来
魚
の
放
流
禁
止
、「
ゴ
ミ
の
持
ち
帰
り
」に
努
め

る
、「
他
の
利
用
者
の
迷
惑
に
な
る
行
為
」の
禁
止

な
ど
、
関
係
機
関
と
協
議
し
て
定
め
た
湖
面
の
適

正
な
利
用
の
た
め
の
ル
ー
ル
を
守
り
な
が
ら
、
湖

面
を
利
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
３
月
26
日
に
川
上
ダ
ム（
三
重
県
伊

賀
市
）
に
お
い
て
「
川
上
ダ
ム
建
設
事

業
完
了
式
」
を
行
い
ま
し
た
。当
日
は

あ
い
に
く
の
雨
で
し
た
が
、関
係
者
を

含
め
約
２
０
０
名
に
参
列
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
主
催
者
挨
拶
と
し
て
金
尾
理
事
長

よ
り
、
事
業
に
協
力
を
い
た
だ
い
た
皆

様
、
と
り
わ
け
移
転
者
の
皆
様
へ
感
謝

の
意
を
示
し
、
川
上
ダ
ム
本
来
の
目
的

を
達
成
す
る
べ
く
、ま
た
、地
域
の
方
々

に
愛
さ
れ
る
観
光
資
源
と
し
て
地
域

振
興
・
活
性
化
に
寄
与
す
る
た
め
に

取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
典
の
最
後
に
、伊
賀
市
長
を
始
め

地
域
の
代
表
の
方
々
に
よ
り
川
上
ダ

ム
湖
名
碑
の
除
幕
を
行
い
ま
し
た
。ダ

ム
湖
名
は
６
２
５
件
の
応
募
を
い
た

だ
い
た
中
か
ら
川
上
ダ
ム
水
源
地
域

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
委
員
会
に
よ
り「
あ
お

や
ま
川
上
湖
」
に
決
定
さ
れ
た
も
の

で
、岡
本
伊
賀
市
長
に
揮
毫
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
川
上
ダ
ム
は
、
淀
川
の
支
川
で
あ
る
木
津
川
の
上
流
部
、

三
重
県
北
西
部
に
位
置
す
る
伊
賀
市
を
流
れ
る
前
深
瀬
川

に
建
設
さ
れ
た
多
目
的
ダ
ム
で
す
。淀
川
本
川
及
び
木
津
川

の
洪
水
被
害
を
軽
減
す
る
な
ど
、大
阪
府
、京
都
府
、三
重
県

に
ま
た
が
る
淀
川
流
域
全
域
の
治
水
安
全
度
の
向
上
に
寄

与
し
、
上
野
遊
水
地
や
河
川
改
修
と
相
ま
っ
て
、
伊
賀
市
上

野
地
区
等
の
浸
水
被
害
の
解
消
、
前
深
瀬
川
及
び
木
津
川
の

既
得
用
水
の
補
給
等
流
水
の
正
常
な
機
能
の
維
持
と
増
進

を
図
り
ま
す
。ま
た
、
既
設
ダ
ム（
高
山
ダ
ム
、
青
蓮
寺
ダ
ム
、

布
目
ダ
ム
及
び
比
奈
知
ダ
ム
）
が
堆
砂
除
去
す
る
際
の
代
替

補
給
や
伊
賀
市
の
安
定
し
た
水
道
水
源
と
し
て
、
最
大
毎
秒

０
・
３
５
８
㎥
の
水
を
供
給
し
ま
す
。

■
川
上
ダ
ム
の
概
要

（1）（2）（3）

川
上
ダ
ム
建
設
事
業
完
了
式

　
令
和
５
年
４
月
か
ら
は
管
理
を
開

始
し
、ダ
ム
の
目
的
を
発
揮
さ
せ
る
こ

と
は
も
と
よ
り
、地
域
の
皆
様
に
も
親

し
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
ダ
ム
を

管
理
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。今

後
、水
源
地
域
ビ
ジ
ョ
ン
を
通
じ
て
ダ

ム
を
活
か
し
た
地
域
活
性
化
に
も
力

を
注
ぎ
、関
係
自
治
体
や
地
域
の
皆
様

と
協
働
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

流入水バイパス設備

金尾理事長による主催者挨拶

「あおやま川上湖」名碑除幕式

川上ダム
（あおやま川上湖）

地
域
を
守
り
、川
を
潤
し
、
水
を
届
け
る

地
域
を
守
り
、川
を
潤
し
、
水
を
届
け
る

川
上
ダ
ム

淀
川
水
系

（4）

（6）

（7）

（5）
き 

ご
う

※

１

し
ょ
う
れ
ん
じ

ひ
　
な
　
ち

ぬ
の  

め

※

２

※1：洪水に対する川の安全の度合いを確率で表現したもの※2：伊賀市にある木津川の遊水地 トピックス  淀川水系トピックス  淀川水系  川上ダム川上ダム ● 12 13 ● 水とともに　水がささえる豊かな社会



　３
月
16
日
に
中
部
支
社
主
催
に
よ
る
「
愛
知
用
水

三
好
支
線
水
路
緊
急
対
策
事
業
完
了
報
告
会
」
が
愛

知
県
み
よ
し
市
に
あ
る
カ
ネ
ヨ
シ
プ
レ
イ
ス
に
て
、

多
く
の
来
賓
及
び
関
係
者
に
出
席
い
た
だ
き
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　本
事
業
は
、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
防
災
対
策
推
進
地

域
内
に
あ
っ
て
堤
体
下
流
に
大
型
商
業
施
設
や
防
災

活
動
拠
点
を
抱
え
る
三
好
池
の
耐
震
補
強
と
、
た
わ

み
が
顕
著
な
強
化
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
複
合
管
（
Ｆ
Ｒ
Ｐ

Ｍ
管
）
約
１
㎞
区
間
の
布
設
替
え
等
を
行
う
事
業
と

し
て
、
平
成
30
年
度
〜
令
和
４
年
度
の
工
期
で
実
施

し
た
も
の
で
す
。

　日
置
副
理
事

長
よ
り
関
係
者

へ
事
業
完
了
の

感
謝
を
伝
え
る

式
辞
の
あ
と
、

愛
知
県
大
村
知

事
よ
り
本
事
業

の
実
施
に
よ
る

農
業
振
興
と
地

域
の
安
全
・
安

心
が
増
し
た
こ

と
へ
の
感
謝
の

言
葉
に
加
え
、

今
回
事
業
実
施

の
た
め
に
三
好

池
の
水
位
を
低

下
さ
せ
た
こ
と

に
関
し
、
自
身

が
「
池
の
水
全

部
抜
く
」
で
テ

レ
ビ
出
演
し
た

際
の
エ
ピ
ソ
ー

ド
を
交
え
た
祝

辞
が
あ
り
、
会

場
内
を
和
ま
せ

ま
し
た
。

　そ
の
後
、
林

愛
知
県
議
会
議

員
、
み
よ
し
市

小
山
市
長
、
東
海
農
政
局
小
林
局
長
の
祝
辞
の
あ
と
、

愛
知
用
水
土
地
改
良
区
久
野
理
事
長
よ
り
、
緊
急
性

の
高
い
事
業
が
短
期
間
で
事
業
着
手
に
至
っ
た
こ
と

に
対
し
関
係
者
の
協
力
へ
の
感
謝
の
言
葉
が
述
べ
ら

れ
ま
し
た
。

　本
事
業
の
実
施
に
よ
っ
て
三
好
池
の
耐
震
性
が
高

ま
り
、地
域
の
安
全
・
安
心
が
確
保
さ
れ
る
と
と
も
に
、

支
線
水
路
の
老
朽
化
対
策
と
あ
い
ま
っ
て
農
業
用
水

の
安
定
供
給
と
維
持
管
理
費
用
・
労
力
の
負
担
軽
減

が
行
わ
れ
、
都
市
近
郊
の
立
地
を
活
用
し
た
高
収
益

作
物
の
生
産
の
拡
大
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。 久野理事長祝辞久野理事長祝辞

日置副理事長式辞日置副理事長式辞

令和５年緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰を受賞

　愛
知
用
水
の
水
源
で
あ
る
牧
尾
ダ
ム
建
設

時
の
土
取
場
等
の
跡
地
に
、カ
ラ
マ
ツ
等
を
植

栽
し
て
以
降
、森
林
整
備
活
動
を
毎
年
行
っ
て

い
る
ほ
か
、
受

益
地
域
の
団
体

が
実
施
す
る
水

源
か
ん
養
林
育

成
の
た
め
の
植

樹
祭
・
育
樹
祭

を
運
営
、
出
前

授
業
や
用
水
施

設
の
見
学
会
を

開
催
し
て
い
ま

す
。こ
う
い
っ

た
水
の
大
切
さ

や
森
林
の
持
つ

水
源
か
ん
養
機

能
の
重
要
性
を

啓
発
す
る
行
い

が
広
く
認
め
ら

れ
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。

愛
知
用
水
三
好
支
線
水
路
緊
急
対
策
事
業
完
了
報
告
会※愛知用水土地改良区久野理事長は２列目の左から５番目※愛知用水土地改良区久野理事長は２列目の左から５番目

愛知用水三好支線水路緊急対策事業の概要
　愛知県刈谷市、豊田市、みよし市及び愛知郡東郷町にまたがる農地に用水を供給している愛知用水・
三好支線水路において、老朽化した一部の施設の整備と耐震化を行うことで、大規模地震に伴う被害の
防止又は軽減を図り、農業生産性の維持、農業経営の安定に資するものです。

　三好支線水路の口径1650mmの老朽化した強化
プラスチック複合管（FRPM管）を、強度の高い
1700mmの鋼管に更新しました。工事は農業用水
供給への影響が少ない10月から3月に実施し、都市
化した区間については仮設鋼矢板による土留め工法
により、周辺地盤への影響を考慮した形で工事を行
いました。

❶ 三好支線水路改修

　南海トラフのような大規模地震が発
生した場合、基礎地盤の液状化により
堤体が沈下するおそれがあるため、堤体
の流動化による沈下を防ぐことを目的
に、上下流に鋼管杭を埋設しました。さ
らに、堤体上流側に補強盛土、取水塔
の耐震補強対策も実施し、緊急時に池
の水位を安全かつ速やかに低下させる
ための緊急放流設備を整備しました。

❷ 三好池耐震対策

三好池

堤体補強工………1式
取水施設補強工…1式
緊急放流施設工…1式

❷

支線水路改修
約1km

❶

ど 

と
り  

ば

施工後

緊急放流施設工緊急放流施設工

分水放流
設備新設
分水放流
設備新設

補強盛土補強盛土

鋼管杭施工鋼管杭施工

三好池三好池

愛
知
用
水
土
地
改
良
区

取水施設補強工取水施設補強工

施工後

強化プラスチック複合管の漏水強化プラスチック複合管の漏水

1515  ●●  水とともに　水がささえる豊かな社会水とともに　水がささえる豊かな社会 トピックス　愛知用水三好支線水路緊急対策事業 トピックス　愛知用水三好支線水路緊急対策事業 ●●  1414  
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荒
川
ダ
ム
総
合
管
理
所

杉
田
　康
司
氏

迅
速
か
つ
的
確
な
判
断
能
力

現
場
感
覚

使命感をやりがいに使命感をやりがいに

施設管理の大切さ施設管理の大切さ

〈
現
在
の
担
当
業
務
〉 

用
地
関
係
を
中
心
に
、地
域
や
関
係

す
る
時
事
情
報
の
収
集
整
理
、
施
設
巡
視
、
イ
ベ
ン
ト
・
視

察
対
応
、安
全
協
議
会
、防
災
業
務
な
ど
。

木
曽
川
用
水
総
合
管
理
所

柿
崎
　達
也
氏

〈
現
在
の
担
当
業
務
〉 

弥
富
揚
水
機
場
の
機
械
・
電
気
通

信
設
備
に
関
わ
る
障
害
対
応
等
の
保
守
管
理
、
特
別
高
圧

受
電
設
備
の
切
り
替
え
操
作
や
分
水
口
の
配
水
操
作
、
関

連
施
設
の
巡
視
点
検
な
ど
。

月
の
福
岡
導
水
の
漏
水
事
故
対
応
で
す
。福

岡
都
市
圏
の
水
道
用
水
の
約
三
分
の
一
は

流
域
外
の
筑
後
川
に
よ
る
も
の
で
、
事
故
発

生
で
速
や
か
に
対
策
本
部
を
設
置
し
、
24
時

間
体
制
で
山
口
調
整
池
か
ら
の
代
替
補
給

や
復
旧
対
策
を
急
ぎ
、
結
果
的
に
一
週
間
程

度
で
通
水
回
復
で
き
ま
し
た
。し
か
し
、
当

時
は
現
地
で
テ
レ
ビ
中
継
が
さ
れ
る
な
ど
、

重
要
施
設
だ
か
ら
こ
そ
ト
ラ
ブ
ル
発
生
で

一
気
に
注
目
が
集
ま
る
怖
さ
や
責
任
感
と

と
も
に
、
必
死
の
復
旧
対
策
後
に
現
地
で
味

わ
っ
た
達
成
感
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い

業
務
の
一
つ
で
す
。他
に
も
、
平
成
29
年
の

九
州
北
部
豪
雨
で
の
江
川
ダ
ム
、
平
成
30
年

台
風
24
号
で
の
宇
連
ダ
ム
で
そ
れ
ぞ
れ
記

録
に
残
る
洪
水
量
で
の
緊
迫
し
た
防
災
操

作
も
強
く
記
憶
に
残
っ
て
い
ま
す
。

〈
水
機
構
の
強
み
〉 

現
場
事
務
所
が
業
務
多

忙
時
に
、
筑
後
川
局
か
ら
機
動
的
に
職
員
を

派
遣
し
効
率
的
に
業
務
を
遂
行
す
る
騎
馬

民
族
型
や
流
域
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
な
ど
、
水

の
プ
ロ
集
団
と
し
て
時
代
変
化
に
的
確
に

対
応
し
て
き
た
組
織
で
あ
る
こ
と
が
水
機

構
の
強
み
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

〈
後
輩
に
向
け
て
〉 

水
問
題
は
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に

掲
げ
る
世
界
的
テ
ー
マ
で
す
。サ
ッ
カ
ー
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
若
手
職
員
の
自
己
研
鑽

に
よ
る
個
の
力
と
関
係
者
と
の
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
力
を
そ
れ
ぞ
れ
高
め
、
さ
ら
に
グ

ロ
ー
バ
ル
な
組
織
と
し
て
の
活
躍
に
期
待

し
て
い
ま
す
。

筑
後
川
上
流
総
合
管
理
所

福
島
　政
則
氏

〈
現
在
の
担
当
業
務
〉 

朝
倉
三
ダ
ム（
江
川
、
寺
内
、
小
石
原

川
）の
効
率
的
な
利
水
運
用
管
理
、
各
種
訓
練
、
工
事
検
査

や
安
全
管
理
に
関
す
る
工
務
事
務
な
ど
。

（
技
術
の
継
承
〉 

琵
琶
湖
の
技
術
継
承
で
難

し
い
と
こ
ろ
を
一
つ
上
げ
る
と
洪
水
時
の
内

水
排
除
操
作
が
あ
り
ま
す
。巨
大
な
琵
琶
湖

周
辺
の
内
水
排
除
は
他
に
な
い
特
別
な
ノ
ウ

ハ
ウ
が
あ
り
、
琵
琶
湖
水
位
を
見
な
が
ら
周

辺
河
川
か
ら
琵
琶
湖
に
洪
水
を
取
り
入
れ
る

段
階
、
樋
門
を
締
め
て
排
水
ポ
ン
プ
に
よ
る

内
水
排
除
に
切
り
替
え
る
タ
イ
ミ
ン
グ
、
周

辺
状
況
の
把
握
に
努
め
つ
つ
内
水
氾
濫
被
害

を
最
小
限
に
す
る
た
め
の
運
転
操
作
が
常
に

求
め
ら
れ
ま
す
。琵
琶
湖
の
特
性
を
踏
ま
え

た
操
作
訓
練
を
重
要
視
し
て
操
作
技
術
と
判

断
力
を
養
い
、
い
つ
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い

異
常
洪
水
に
し
っ
か
り
備
え
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

〈
忘
れ
ら
れ
な
い
業
務
経
験
〉 

入
社
２
か
所

目
の
池
田
総
合
管
理
所
で
水
運
用
の
基
本
的

な
と
こ
ろ
を
先
輩
方
に
教
え
込
ま
れ
た
こ
と

が
、
そ
の
後
の
水
運
用
計
画
に
関
わ
る
仕
事

に
多
く
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
に

な
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。そ
の
延
長
で
川

上
ダ
ム
で
の
淀
川
流
域
委
員
会
対
応
の
経
験

は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
し
、
大
変
で
も
や
り
が

い
を
感
じ
な
が
ら
当
時
は
や
っ
て
い
ま
し

た
。人
と
の
つ
な
が
り
、
大
変
な
と
き
こ
そ
周

り
を
頼
り
に
し
た
ほ
う
が
い
い
こ
と
を
学
ん

だ
よ
う
に
思
い
ま
す
。

〈
水
機
構
の
強
み
〉 

大
水
系
で
多
く
の
施
設

を
管
理
し
て
い
る
こ
と
、
流
域
全
体
で
水
運

用
を
行
う
横
の
つ
な
が
り
も
見
る
こ
と
が
で

き
る
の
は
機
構
の
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。国

内
総
人
口
の
半
分
以
上
が
住
む
地
域
で
開
発

水
量
の
８
割
以
上
の
シ
ェ
ア
を
持
っ
て
い
る

こ
と
、こ
れ
は
す
ご
い
こ
と
で
す
。

〈
後
輩
に
向
け
て
〉 

こ
う
い
っ
た
影
響
力
の
大

き
い
仕
事
を
し
て
い
る
使
命
感
を
や
り
が
い

と
し
て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
で
す
。昔
は
変
わ
ら

ぬ
日
常
を
過
ご
し
て
も
ら
う
縁
の
下
の
力
持

ち
と
し
て
世
間
の
話
題
に
な
ら
な
い
こ
と
こ

そ
が
我
々
が
し
っ
か
り
仕
事
が
で
き
て
い
る
こ

と
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。公
団
か
ら
機
構
組

織
に
移
行
し
て
20
年
、
今
は
し
っ
か
り
組
織
の

存
在
意
義
を
伝
え
、
水
資
源
の
重
要
性
と
防

災
意
識
を
高
め
て
も
ら
う
広
報
へ
の
意
識
も

大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

琵
琶
湖
開
発
総
合
管
理
所

門
田
　光
司
氏

〈
現
在
の
担
当
業
務
〉 

琵
琶
湖
開
発
に
関
わ
る
環
境
保
全

対
策
全
般
の
業
務
補
助
。施
設
管
理
の
充
実
を
図
る
た
め

の
維
持
管
理
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
整
理
と
活
用
促
進
な
ど
。

〈
技
術
の
継
承
〉 

若
手
職
員
の
皆
さ
ん
が
、
業

務
遂
行
の
根
拠
を
確
認
し
た
う
え
で
、
工
夫

し
た
り
改
善
し
た
り
す
る
ス
タ
ン
ス
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。た
だ
、

建
設
現
場
が
減
っ
て
用
地
や
補
償
業
務
に
馴

染
み
の
な
い
中
で
の
技
術
の
継
承
と
し
て

は
、
座
学
的
な
伝
達
と
な
る
傾
向
は
否
め
な

い
で
す
が
、
な
る
べ
く
一
緒
に
現
地
の
境
界

杭
を
確
認
し
た
り
す
る
な
ど
、
用
地
業
務
に

触
れ
ら
れ
る
き
っ
か
け
を
作
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。

〈
忘
れ
ら
れ
な
い
業
務
経
験
〉 

各
事
務
所
で

様
々
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
が
、
関
係
者
と

の
補
償
協
議
の
結
果
、「
私
が
こ
の
事
業
に
協

力
す
る
こ
と
に
し
た
の
は
、
決
し
て
あ
な
た

方
が
示
し
た
補
償
内
容
に
納
得
し
た
か
ら
で

は
無
い
。あ
な
た
達
が
私
達
の
気
持
ち
を
解

ろ
う
と
し
て
く
れ
て
い
る
こ
と
と
、
誰
に
対

し
て
も
平
等
に
対
応
し
て
い
る
こ
と
が
理
解

で
き
た
か
ら
で
あ
る
。」
と
コ
メ
ン
ト
を
も

ら
っ
た
こ
と
が
補
償
の
業
務
を
経
験
し
て
き

て
一
番
忘
れ
ら
れ
な
い
出
来
事
で
す
。

〈
水
機
構
の
強
み
〉 

多
く
の
方
々
の
生
活
に

深
く
関
係
す
る
業
務
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の

分
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
ら
関
係
者
の

方
々
の
声
や
感
覚
を
敏
感
に
感
じ
取
り
、
業

務
に
反
映
さ
せ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
こ
と

が
機
構
の
強
み
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
、全
国

か
ら
職
員
が
集
ま
っ
て
お
り
、
現
場
も
各
地

に
存
在
す
る
こ
と
で
、
様
々
な
地
域
情
報
や

歴
史
に
触
れ
ら
れ
る
こ
と
も
魅
力
だ
と
思
い

ま
す
。

〈
後
輩
に
向
け
て
〉 

業
務
を
行
っ
て
い
く
上

で
、「
現
場
」を
大
切
に
し
て
貰
い
た
い
と
思

い
ま
す
。実
体
験
に
よ
る
感
覚
や
記
憶
は
、統

計
的
な
数
値
や
文
面
の
み
か
ら
で
は
蓄
積
で

き
な
い
で
す
し
、現
場
確
認
や
各
種
協
議
も
、

そ
の
場
所
や
実
際
に
対
面
す
る
こ
と
で
し
か

見
え
て
こ
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。是
非
、機

械
的
な
分
析
と
、
自
ら
の
五
感
で
感
じ
取
っ

た「
現
場
感
覚
」を
上
手
く
融
合
し
、
経
験
を

培
っ
て
貰
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

〈
技
術
の
継
承
〉 
機
構
内
で
共
有
し
て
い
る

設
備
経
験
で
得
た
有
用
な
ノ
ウ
ハ
ウ
や
過
去

の
障
害
事
例
等
を
蓄
積
活
用
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
で
す
し
、各
種
検
討
会
や
訓
練
等
で

技
術
継
承
が
行
え
る
仕
組
み
は
整
備
さ
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。加
え
て
、資
格
取
得
等
の

個
々
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
で
組
織
全
体
の
技
術

レ
ベ
ル
を
高
め
て
い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。

〈
忘
れ
ら
れ
な
い
業
務
経
験
〉 

平
成
28
年
利

根
川
夏
渇
水
の
こ
ろ
矢
木
沢
ダ
ム
管
理
所
長

で
、
５
月
下
旬
に
国
土
交
通
省
利
根
川
ダ
ム

統
管
が
”
利
根
川
上
流
ダ
ム
群
の
貯
水
量
が

平
年
を
上
回
る
速
さ
で
低
下
“の
記
者
発
表

が
さ
れ
た
あ
と
突
如
、
静
か
な
ダ
ム
に
報
道

ヘ
リ
が
来
集
し
、
渇
水
対
策
本
部
の
設
置
と

同
時
に
マ
ス
コ
ミ
取
材
が
殺
到
す
る
大
変
な

状
況
が
続
き
ま
し
た
。首
都
圏
最
大
の
水
瓶

と
し
て
常
に
注
目
さ
れ
る
ダ
ム
で
予
想
も
し

な
か
っ
た
貴
重
な
業
務
経
験
を
さ
せ
て
も
ら

い
ま
し
た
。余
談
で
す
が
、全
国
ネ
ッ
ト
の
Ｔ

Ｖ
ニ
ュ
ー
ス
で
私
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が
放
送

さ
れ
た
際
、
四
国
勤
務
当
時
よ
く
通
っ
て
い

た
飲
食
店
の
マ
マ
さ
ん
か
ら
突
然
”
テ
レ
ビ

見
た
よ
“っ
て
電
話
を
い
た
だ
い
た
り
し
ま

し
た（
笑
）。

〈
水
機
構
の
強
み
〉 

い
ろ
い
ろ
な
専
門
分
野

に
対
応
可
能
な
人
材
が
豊
富
な
こ
と
が
強
み

と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。ま
た
、

巨
大
で
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
施
設
を
造
り
管
理

す
る
仕
事
に
携
わ
れ
る
こ
と
も
機
構
の
魅
力

で
あ
り
仕
事
へ
の
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

〈
後
輩
に
向
け
て
〉 

私
は
現
役
中
い
く
つ
か

の
事
故
や
災
害
を
間
近
で
感
じ
、
国
土
交
通

省
四
国
吉
野
川
ダ
ム
統
管
出
向
中
に
防
災
情

報
課
長
と
し
て
行
政
機
関
の

防
災
体
制
を
経
験
し
、
日
頃

の
訓
練
や
事
故
災
害
時
に
お

け
る
迅
速
か
つ
的
確
な
判
断

能
力
が
い
か
に
大
事
か
を
学

び
ま
し
た
。私
た
ち
の
仕
事

は
水
の
安
定
供
給
は
も
と
よ

り
、
防
災
機
関
と
し
て
近
年

の
異
常
洪
水
等
の
災
害
リ
ス

ク
か
ら
当
機
構
へ
の
期
待
が

高
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違

い
あ
り
ま
せ
ん
。後
輩
職
員

の
皆
さ
ん
の
益
々
の
活
躍
に

期
待
し
て
い
ま
す
。

こ
い
し
わ
ら

ひ

が
わ

〈
技
術
の
継
承
〉 

朝
倉
三
ダ
ム
の
総
合
運
用

は
、
先
に
運
用
す
る
江
川
、
寺
内
二
ダ
ム
に

小
石
原
川
ダ
ム
を
加
え
た
三
つ
の
ダ
ム
を

一
つ
の
貯
水
池
と
し
て
効
率
的
な
水
運
用

を
行
う
も
の
で
常
に
き
め
細
や
か
な
運
用

操
作
が
求
め
ら
れ
ま
す
。こ
う
い
っ
た
運
用

ル
ー
ル
に
至
っ
た
筑
後
川
の
歴
史
的
背
景

や
経
緯
を
踏
ま
え
、
利
水
者
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
を
理
解
し
、
こ
れ
を
し
っ
か
り
継
承
し
て

施
設
管
理
に
当
た
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

〈
忘
れ
ら
れ
な
い
業
務
経
験
〉 

平
成
19
年
５

　定年退職後に機構業務をサポートいただいているシニアスタッフの皆さんに、水のプロ集団を
次世代につなぐ技術の継承、将来に向けた思いなどを語ってもらいました。シニアシニア力力りょくりょく
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連載連載
第33回第33回

気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
が
解
説
！

気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
が
解
説
！

天
気
の
ミ
カ
タ

近
年
の
豪
雨
と

　
　線
状
降
水
帯

集
中
豪
雨
を
も
た
ら
す
線
状
に
並
ぶ
積
乱
雲
群
を

「
線
状
エ
コ
ー
」
と
呼
び
注
視
し
て
い
ま
し
た
。線
状

降
水
帯
と
い
う
言
葉
は
気
象
研
究
者
が
２
０
０
７
年

に
初
め
て
論
文
に
書
い
た
用
語
で
、
２
０
１
４
年
８

吉
よしたけ

竹　顕
あきら

彰
佐賀県武雄市生まれ。平成 2 年よ
り NHK 福岡放送局で気象キャス
ターとして出演開始。現在、NHK
福岡夕方ニュース番組「ロクいち !
福岡」の気象キャスターとして気象
情報を担当。
趣味は本を読む、植物を観察する、
ジャズを聴く、自転車をこぐ。

　

２
０
１
７
年
７
月
５
日
に「
九
州
北
部
豪
雨
」が
起
こ

り
ま
し
た
。福
岡
県
の
朝
倉
市
か
ら
大
分
県
の
日
田

市
に
か
け
て
長
時
間
に
渡
り
線
状
降
水
帯
が
停
滞
、

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し
た
。当
日
、
気
象
レ
ー

ダ
ー
を
視
て
い
る
と
、
昼
頃
か
ら
福
岡
県
と
佐
賀
県

の
県
境
に
あ
る
脊せ

振ふ
り

山
系
の
東
端
を
起
点
に
し
て
、

み
る
み
る
う
ち
に
積
乱
雲
が
発
達
し
東
西
に
連
な
り

ま
し
た
。Ｎ
Ｈ
Ｋ
福
岡
放
送
局
で
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー

を
し
て
い
る

私
は
、「
線
状

降
水
帯
だ
、そ

れ
も
ま
っ
た

く
動
か
な
い
、

危
険
だ
！
」

と
判
断
、
局

に
駆
け
付
け
、

午
後
３
時
か

ら
緊
急
臨
時

ニ
ュ
ー
ス
に

対
応
。「
朝
倉

市
な
ど
筑
後

地
方
で
こ
れ
ま
で
経
験
の
な
い
記
録
的
豪
雨
に
な
っ

て
い
ま
す
。命
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。非
常
に
危

険
な
状
況
で
す
。す
ぐ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。逃
げ
て

く
だ
さ
い
！
」が
第
一
声
で
し
た
。

　

午
後
５
時
51
分
、
福
岡
県
に
大
雨
特
別
警
報
が
発

表
さ
れ
ま
し
た
。線
状
降
水
帯
は
午
後
９
時
ま
で
お

お
よ
そ
９
時
間
に
も
渡
り
同
じ
場
所
に
停
滞
、
そ
の

間
に
発
表
さ
れ
た
記
録
的
短
時
間
大
雨
情
報
は
15
回

に
も
の
ぼ
り
ま
し
た
。

　

私
自
身
、
こ
れ
ほ
ど
狭
い
エ
リ
ア（
長
さ
30
キ
ロ
、

幅
５
キ
ロ
）
に
長
時
間
停
滞
す
る
線
状
降
水
帯
は
初

め
て
の
経
験
で
し
た
。早
く
線
状
降
水
帯
が
動
い
て

く
れ
、弱
ま
っ
て
く
れ
、み
な
さ
ん
逃
げ
て
く
だ
さ
い

と
願
い
な
が
ら
、
私
は
翌
朝
ま
で
情
報
の
発
信
を
続

け
ま
し
た
。翌
日
、朝
倉
市
に
あ
る
北
小
路
公
民
館
で

観
測
さ
れ
た
雨
量
は
８
０
３
・
０
㎜
と
知
り
ま
し
た
。

実
質
わ
ず
か
９
時
間
の
間
に
年
間
降
水
量
の
半
分
近

く
の
豪
雨
が
一
気
に
降
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。１

時
間
に
90
㎜
前
後
の
猛
烈
な
雨
が
９
時
間
降
り
続
い

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。愕
然
と
し
ま
し
た
。

　
「
１
時
間
１
０
０
㎜
以
上
の
猛
烈
な
雨
が
同
じ
場

所
で
２
時
間
続
く
と
大
き
な
災
害
が
必
ず
発
生
す

る
。３
時
間
以
上
続
く
と
未
曾
有
の
甚
大
な
災
害
が

確
実
に
発
生
す
る
」
と
い
う
私
の
経
験
則
を
は
る
か

に
超
え
て
い
ま
し
た
。私
は
１
９
８
０
年
か
ら
気
象

の
仕
事
に
従
事
し
て
い
ま
す
が
、
最
初
の
豪
雨
の
経

験
は
１
９
８
２
年
７
月
の
長
崎
豪
雨
。

　

こ
の
時
は
長
崎
県
長
与
町
で
１
時
間
に
１
８
７
㎜

（
日
本
の
１
時
間
雨
量
の
記
録
）、
当
時
の
長
崎
海
洋

気
象
台
で
３
時
間
に
３
０
０
㎜
を
超
す
豪
雨
が
観
測

さ
れ
、
長
崎
市
を
中
心
に
未
曾
有
の
災
害
が
発
生
し

ま
し
た
。

　

朝
倉
市
を
中
心
に
し
た
九
州
北
部
豪
雨
の
被
害
の

全
貌
が
明
ら
か
に
な
る
に
は
一
週
間
以
上
か
か
り
ま

し
た
。

　

あ
ま
り
の
被
害
の
甚
大
さ
に
、
私
は
大
変
申
し
訳

な
い
気
持
ち
と
無
力
感
に
苛
ま
れ
る
と
と
も
に
、
線

状
降
水
帯
の
恐
ろ
し
さ
と
予
測
の
難
し
さ
を
痛
感
し

ま
し
た
。前
日
の
段
階
で
は
も
ち
ろ
ん
当
日
午
前
ま

で
、
数
値
予
報
資
料
な
ど
で
九
州
北
部
の
狭
い
エ
リ

ア
に
線
状
降
水
帯
が
発
生
す
る
と
の
予
測
が
出
来
な

か
っ
た
の
で
す
。

　

気
象
レ
ー
ダ
ー
が
デ
ジ
タ
ル
化
さ
れ
た
１
９
８
０

年
代
後
半
か
ら
、私
た
ち
気
象
関
係
者
の
現
場
で
は
、

月
の
広
島
豪
雨
の
際
に
、
初
め
て「
線
状
降
水
帯
」と

い
う
呼
び
方
が
マ
ス
コ
ミ
を
通
じ
て
使
わ
れ
始
め
た

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。２
０
１
５
年
９
月
、２
つ
の
台

風
に
よ
り
関
東
・
東
北
豪
雨
が
起
こ
り
鬼
怒
川
が

氾
濫
、
こ
の
と
き
は
南
か
ら
北
に
延
び
る
線
状
降
水

帯
が
発
生
し
ま
し
た
。２
０
１
８
年
７
月
の
西
日
本

豪
雨
の
際
は
、
西
日
本
で
多
数
の
線
状
降
水
帯
が
同

時
多
発
的
に
発
生
、
広
範
囲
に
大
き
な
被
害
が
出
ま

し
た
。２
０
２
０
年
７
月
の
熊
本
豪
雨
で
は
、
長
さ

３
０
０
キ
ロ
近
く
に
及
ぶ
長
大
な
線
状
降
水
帯
に
よ

り
、人
吉
市
な
ど
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
。

　

こ
の
よ
う
に
線
状
降
水
帯
は
、
そ
の
長
さ
、
幅
、
走

向（
傾
き
）、停
滞
す
る
時
間
、発
生
か
ら
消
滅
ま
で
の

時
間
な
ど
様
々
で
す
。一
般
に
線
状
降
水
帯
は
、発
達

し
た
積
乱
雲
が
帯
状
に
連
な
り
、
そ
の
長
さ
が
50
キ

ロ
か
ら
３
０
０
キ
ロ
、
幅
が
20
キ
ロ
か
ら
50
キ
ロ
で

停
滞
性
の
あ
る
も
の
を
指
し
ま
す
。地
上
か
ら
上
空

１
０
０
０
ｍ
以
下
の
下
層
で
大
量
の
高
温
多
湿
な
水

蒸
気
が
流
入
し
、
風
の
収
束
が
起
こ
っ
た
場
所
で
上

昇
気
流
が
起
こ
り
次
々
に
積
乱
雲
が
発
達
、
列
を
な

し
線
状
降
水
帯
が
形
成
さ
れ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
徐
々

に
明
ら
か
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。山
な
ど
の
地
形
の

影
響
が
ト
リ
ガ
ー
と
な
り
発
生
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。現
在
、気
象
庁
や
大
学
な
ど
関
係
機
関
が
協
力

し
、
観
測
を
強
化
、
研
究
を
行
い
、
線
状
降
水
帯
の
予

測
手
法
を
確
立
す
る
努
力
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

気
象
の
最
前
線
に
い
る
私
た
ち
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー

は
、
こ
れ
か
ら
も
自
然
の
振
る
舞
い
に
謙
虚
に
向
き

合
い
、気
象
現
象
を
的
確
に
判
断
し
、メ
デ
ィ
ア
を
通

じ
最
新
の
情
報
を
皆
さ
ま
に
お
伝
え
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

長さ30キロ、幅5キロの線状降水帯
気象庁気象レーダー

2017年7月5日 九州北部豪雨の線状降水帯

南から北へ延びる線状降水帯
気象庁気象レーダー

2015年9月10日 関東・東北豪雨の線状降水帯

長さ300キロに及ぶ線状降水帯
気象庁気象レーダー

2020年7月4日 熊本豪雨の線状降水帯

2017年7月5日
朝倉市北小路公民館　1時間雨量

吉竹作成

国土地理院撮影の空中写真を使い吉竹作成

2017年7月九州北部豪雨線状降水帯発生メカニズム
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気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
の
方
々
と
の
交
流

気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
の
方
々
と
の
交
流

　
最
初
は
、
高
知
県
に
あ
る
四
国
最
大
の
水
瓶「
早

明
浦
ダ
ム
」を
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
ず
、管
理
所
に
勤
務
す
る
職
員
か
ら
早
明
浦
ダ

ム
が
担
う
役
割
や
施
設
の
操
作
、治
水
機
能
を
向
上

さ
せ
る
た
め
放
流
設
備
の
増
設
な
ど
を
行
う「
早
明

浦
ダ
ム
再
生
事
業
」の
説
明
を
し
た
後
、ダ
ム
内
部

の
点
検
通
路
を
た
ど
り
な
が
ら
、様
々
な
観
測
や
点

検
な
ど
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
、実
際
の
ダ

ム
管
理
を
体
感
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
次
に
、
吉
野
川
の
水
を
必
要
と
す
る
地
域
に
安
定

的
に
届
け
る
た
め
四
国
の
要
の
役
割
を
担
う
「
池
田

ダ
ム
」を
見
学
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
池
田
ダ
ム
で
は
、
徳
島
県
、
香
川
県
に
届
け
る
必

要
水
量
を
も
と
に
池
田
ダ
ム
で
ゲ
ー
ト
操
作
を
行

い
、
一
定
の
水
位
に
な
る
よ
う
に
調
整
す
る
こ
と

や
早
明
浦
ダ
ム
か
ら
の
補
給
指
示
な
ど
、
年
間
を

通
じ
て
24
時
間
体
制
で
き
め
細
か
い
管
理
を
行
っ

て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
吉
野
川
か
ら
香
川
県
に
水
を
届
け
る

た
め
の
香
川
用
水
を
取
水
口
か
ら
香
川
県
側
の
香

川
用
水
記
念
公
園
内
に
あ
る
東
西
分
水
工
、
渇
水

時
に
備
え
水
道
用
水
を
確
保
す
る
調
整
池
「
宝
山

湖
」ま
で
訪
ね
て
い
た
だ
き
、
お
二
人
が
ご
活
躍
さ

れ
る
香
川
県
に
水
が
届
け
ら
れ
る
仕
組
み
を
紹
介

し
ま
し
た
。

　
参
加
い
た
だ
い
た
お
二
人
と
も
終
始
熱
心
に
説

明
を
聞
か
れ
、
地
域
の
住
民
生
活
や
社
会
経
済
活

動
を
支
え
る
た
め
、
機
構
が
担
う
役
割
や
施
設
の

大
切
さ
を
深
く
認
識
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
Ｋ
Ｓ
Ｂ
瀬
戸
内
海
放
送
の
斎
藤
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
は
、

早
速
、放
送
局
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
、交
流
会
に
参

加
さ
れ
た
ご
感
想
と
視
聴
者
に
伝
え
る
ニ
ュ
ー
ス
に
活

か
し
た
い
と
の
ご
感
想
を
述
べ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
松
放
送
局
の
田
井
気
象
予
報
士

　
吉
野
川
本
部
で
は
、４
月
23
日
に
香
川
県
で
活
躍

さ
れ
る
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
の
方
々
を
早
明
浦
ダ
ム

と
池
田
ダ
ム
に
お
招
き
し
、施
設
が
担
う
役
割
や
そ

の
大
切
さ
を
紹
介
し
な
が
ら
、相
互
に
意
見
交
換
す

る
交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
今
回
は
、夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
で
キ
ャ
ス
タ
ー

と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
松
放
送

局
の
田
井
杏
佳
気
象
予
報
士
と
Ｋ
Ｓ
Ｂ
瀬
戸
内
海

放
送
の
斎
藤
康
之
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
参
加
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
以
下
Ｗ
Ｃ
Ｎ
）
の

方
々
と
機
構
職
員
と
双
方
で
知
見

を
高
め
、
意
見
交
換
す
る
た
め
、
今

年
も
６
月
17
日
に
本
社
主
催
に
よ

る
「
オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会
」
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
交
流
会
で
は
、洪
水
時
に
お
け
る

ダ
ム
・
水
路
な
ど
の
機
構
施
設
に

よ
る
防
災
機
能
の
紹
介
や
利
根
導

水
の
利
水
操
作
を
紹
介
し
つ
つ
、最

近
よ
く
聞
く「
線
状
降
水
帯
」「
ゲ
リ

ラ
豪
雨
」な
ど
気
象
現
象
も
話
題
に

し
、双
方
の
知
見
や
よ
り
伝
わ
り
や

す
い
情
報
提
供
に
つ
い
て
意
見
交

換
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。今

後
、Ｗ
Ｃ
Ｎ
の
皆
様
に
機
構
業
務
に

触
れ
て
い
た
だ

く
機
会
と
し

て
、
所
管
水
系

毎
の
施
設
見
学

会
＆
意
見
交
換

会
な
ど
を
行
う

予
定
で
す
。

は
、４
月
26
日
の
夕
方
の
ニ
ュ
ー
ス
番
組
内
で
交
流

会
に
参
加
さ
れ
た
こ
と
や
視
聴
者
に
感
心
を
寄
せ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
、早
明
浦
ダ
ム
の
現
在
の
貯
水

率
と
１
年
前
の
貯
水
率
に
つ
い
て
選
択
ク
イ
ズ
を

出
さ
れ
、視
聴
者
か
ら
の
投
票
が
１
５
６
６
件
も
あ

り
ま
し
た
。

　
水
資
源
機
構
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
気
象
キ
ャ
ス

タ
ー
の
皆
様
方
と
連
携
し
、交
流
を
各
地
で
重
ね
る

こ
と
に
よ
り
、多
く
の
方
々
に
機
構
が
担
う
役
割
や

施
設
の
大
切
さ
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

た
　い  

き
ょ
う
か

さ
い
と
う
や
す
ゆ
き

気象キャスターネットワーク水資源機構の職員

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会

オ
ン
ラ
イ
ン
交
流
会

　
水
資
源
機
構
が
管
理
す
る
施
設
は
、降
雨
な
ど
の

気
象
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
把
握
し
、必
要
な
用
水

補
給
の
た
め
の
施
設
操
作
や
洪
水
時
の
防
災
操
作

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、テ
レ
ビ
で
日
々
報
道
さ
れ
る
天
気
予
報
に

出
演
さ
れ
る
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
の
方
々
は
、予
想
さ

れ
る
各
地
の
気
象
情
報
を
タ
イ
ム
リ
ー
に
分
か
り

や
す
く
報
道
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
い
ず
れ
も
住
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
を
毎
日

支
え
る
大
切
な
役
割
を
担
っ
て
お
り
、水
資
源
機
構

で
は
、相
互
に
担
う
役
割
や
知
見
を
高
め
理
解
を
深

め
る
べ
く
、各
地
で
気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
の
方
々
と
の

交
流
を
重
ね
て
い
ま
す
。

見学の様子（早明浦ダム）さ

め  
う
ら

見学の様子（池田ダム）
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　「水資源機構設立60周年関連広報活動」について、「独
自の課題とユニークな活動を実施した」ものとして、PR動
画の放映、各事務所での多様な活動など一連の広報活動
が水の安定供給に寄与したことが評価され、令和４年度
農業農村整備事業広報大賞優秀賞を受賞しました。

農業農村整備事業広報大賞
優秀賞を受賞

　令和4年5月17日に愛知県豊田市の明治用水頭首工
で発生した大規模な漏水事故に対して、東海農政局か
ら排水ポンプ車の派遣要請を受け、水資源機構は排水
ポンプ車及び緊急災害支援隊としての職員を現地に派
遣し、緊急取水のための物的・人的支援を行いました。
支援隊は、仮設ポンプの撤去・再設置、破損したポンプ・
ホースの交換等の維持管理を、 農業用水の受益地域
において巡回点検、空気弁の漏水対応等を行いました。
　このような支援活動について、5月18日に農林水産省
東海農政局から水資源機構へ感謝状が贈られました。
　水資源機構として今後とも災害や事故など不測の事
態に備えた体制整備を強化するほか迅速な支援体制
の構築に努めてまいります。

東海農政局から感謝状授与
　前身の水資源開発公団の創立記念日で
ある5月１日に、ダムが所在する水源地域の
方々への感謝とともに、ダムが担う役割の
大切さに広く関心をいただくため、水資源
機構が管理する5つのダム（草木ダム、比奈
知ダム、一庫ダム、早明浦ダム、大山ダム）で
ライトアップを行いました。当日は時間限定
でしたが、夜空に浮かぶ幻想的なダムの姿
を皆様にお楽しみいただけたかと思いま
す。興味がありましたら、この機会にダムに
足を運んでみてはいかがでしょうか。

　水資源機構では、洪水、渇水や地震などの自然災害等による被災に備え、排水ポンプ車、可搬
式浄水装置を配備し、機構が管理する施設が被災した場合はもとより、災害対策基本法に基づ
く指定公共機関として、被災地への支援活動を行っています。
　毎年、都府県をまたがる大規模な河川流域で開催される水防演習に参加しており、５月27日
に埼玉県深谷市内の利根川河川敷で開催された利根川水系連合・総合水防演習では、排水ポ
ンプ車による排水訓練を国土交通省と連携して実演するとともに、機構が行う災害支援活動に
ついて日頃の訓練の成果を紹介しました。

総合水防演習に排水ポンプ車と
職員23名が参加
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近畿圏の淀川上下流を結ぶ念願の一大プロジェクトで
あった「琵琶湖総合開発計画」 の調整において度重な
る困難と障壁で関係機関の先人たちの苦労と奮闘が
あった。これら先人たちの意思を未来にどう引き継い
でいくかを考えることの重要性とメッセージ発表イベ
ントは非常に意義ある機会であると感じた。
（特集  琵琶湖開発施設30周年） （60代・男性）

“関東塾”、 “インターンシップ”、“シニア力”など、陰で支
える人を特集してくれたことで、若く未来を背負う人々
から、今まで支えてくれたシニア世代まで活躍されて
いることが伝わる記事でした。 （40代・女性）

木曽川河口付近は、地図で見ると複雑な経路ですが、
見やすい図にまとめてあると感じました。
「暮らしと産業」で付近の特産物などにも触れられてい
るのも興味深かったです。   （水の郷めぐり） （50代・男性）

「2100年の桜予想開花日」の九州～東北の地図を見
て、九州の方が桜の開花日が遅くなるという理由に、地
球温暖化や台風の影響があるというのを読み、驚きま
した。2100年には、自分はもう土に返っていると思いま
すが、未来の地球の姿がどのようになっているのか、心
配させられました。   （連載  天気のミカタ） （50代・男性）

厳しい暑さが続いておりますが、体調いかがでしょうか。
今年度、九州の筑後川局管内で３つも新たな事業がスタートし、皆様への事業の紹介も兼ねて特集
記事にさせていただきました。他にも「首都圏の水がめ」みなかみ３ダムの点検放流や昨年度末に事
業完了した川上ダム、愛知用水三好支線水路に関する記事と盛り沢山です。ぜひ、ご覧ください。

読者の皆様から寄せられた
「水とともに 2023・春号」への
ご意見・ご感想を紹介します
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福岡県・佐賀県：
 小石原川ダム
 江川ダム
 寺内ダム
 筑後川下流用水
特集  九州が熱か！！
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P6 群馬県：矢木沢ダム・奈良俣ダム
トピックス  「首都圏の水がめ」みなかみ3ダム・
　　　　　春の点検大放流

三重県：川上ダム
トピックス  淀川水系 川上ダム

P14 愛知県：三好支線・三好池
トピックス  愛知用水三好支線水路緊急対策事業

P20
高知県：早明浦ダム
徳島県：池田ダム
香川県：香川用水
トピックス  気象キャスターの方 と々の交流


